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地域志向商品の開発に向けた 3次元プリンタの利用 
Use of 3D printer for the development of region oriented products 
佐久間 貴士 
Takashi Sakuma 
 
 本研究では，3 次元プリンタを利用した地域志向商品の開発に向けた取り組みを報告する。2015 年度の「ビ
ジネスアイデアコンテスト」（高崎商科大学主催・しののめ信用金庫共催）におけるエントリーアイデアをコン
テンツとして採用し，そのスケッチ画をもとに 3D CAD でのモデリングから 3 次元プリンタによる出力までの
一連の作業を学生に体験させることにより，コンピテンシーの伸長に繋がると考えている。また，この取り組
みを一つのプロジェクトとして捉え，その流れとともに体験的に学習し，IT スキルの技能の習得に結びつけた。 
 
キーワード：3 次元プリンタ，地域志向商品，プロジェクトマネジメント 
 
1 はじめに 
平成 25 年度から文部科学省が実施している地（知）
の拠点整備事業とは，「大学等が自治体と連携し，全
学的に地域を志向した教育・研究・社会貢献を進め
る大学を支援することで，課題解決に資する様々な
人材や情報・技術が集まる，地域コミュニティの中
核的存在とし」ての大学の機能強化を図ることを目
的とした事業である。大学 COC （ Center Of 
Community）事業と呼ばれ，全国で 52 校が採択され
た。「全学的に地域再生・活性化に取り組み，教育カ
リキュラム・教育組織の改革を行って」，「地域の課
題解決のために地域の要望と大学の知力を効果的に
マッチングさせ」，「自治体と大学が協働して地域振
興策の立案・実施する」ことが要求されている。1 
地（知）の拠点整備事業を背景に，民間連携事業
として，地方自治体，あるいはその周辺企業と連携
し，観光資源を活かした地域志向商品の開発を行う
ための基礎となる技術の習得や創造性を高めるため
の研究を行う。また，これを学生の IT スキルと結び
つけ，3 次元プリンタを利用した商品の開発に向け
た取り組みの準備を行い，学生にはプロジェクトを
体験させることで，スキルの習得とマネジメント力
を身に付けさせることに寄与する。本研究では，3
次元プリンタを利用した地域志向商品の開発に向け
                                                        
1参考文献[2]文部科学省:”地（知）の拠点整備事業”と参考文献[3]
高崎商科大学:”コミュニティー・パートナーシップ・センター”
参照 
た取り組みの報告とする。 
 
2 活動の意義と期待する効果 
2.1 活動の意義 
大学の半期，あるいは通年といった限られた時間
の中で，授業の展開に沿ったパーツを制作するスキ
ルを身に付けさせることはできるが，社会で利用さ
れているような一連の流れに伴ったシステムを構築
することは非常に難しい。加えて，そのような機会
を設定することも困難である。 
社会のニーズを考慮し，目的に沿った一連のシス
テム（商品，あるいはサービス）を構築する技術を
習得し，社会に出た時の強みとして学習させること
が有意義であると考えられる。 
また，一つのプロジェクトとして動かすことによ
り，学生にはプロジェクトマネジメントを体験的に
学習させることができる。同時に社会（地域）への
関心を深め，視野を広げる，そして職業観における
コンピテンシーの伸長に繋がると考えている。 
2.2 期待する効果 
学生は実地として経験する活動により，自身を対
象として働きかけ，そして関わっていく活動である
体験活動を充実させることができる。シミュレーシ
ョン等を通じて模擬的に学ぶ模擬体験だけではなく，
ヒト・モノや実社会に実際に触れ，関わり合う直接
体験を行うことで，自ら学び，自ら考える力の思考
や実践の基盤作りに役立つことを想定している。 
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本研究活動を遂行するにあたり，様々な調査活動
が必要となり，地域に住む人々との交流が発生し，
共存の精神や自他共に大切にするということを学ぶ。
また，地域の活性化や地域のブランディング，マー
ケティングを支援することに繋がる。地域の魅力を
新たに発見し，磨くことにもなり，地域資源を活か
したビジネスに発展すれば，持続的なまちづくりを
実現する可能性になることを期待している。 
 
3 3次元プリンタ 
3.1 3次元プリンタの特徴 
「3D プリンターとは 3DCAD の設計データ（STL
データ）をもとにして、スライスされた 2 次元の層
を 1 枚ずつ積み重ねていくことによって、立体モデ
ルを製作する機械のことを指」す。「薄い層を積み上
げる積層方式を基本としながら、液状の樹脂を紫外
線で少しずつ硬化させる『光造形方式』や、熱で溶
かした樹脂を積み重ねる『FDM 方式』など、様々な
プリンターが存在」する。2このように，3D CAD に
より作成したデータをもとに平面的にスライスされ
た 2 次元の層を重ねることにより，3 次元の物体（オ
ブジェクト）を製造することを目的としたプリンタ
である。そして，3 次元プリンタの活躍の場は大き
く広がっており，工業製品の設計や開発段階におけ
る試作を始め，生産性の向上に向けたニーズが高ま
っている。また FDM 方式を採用した 3 次元プリン
タは比較的サイズが小さく設計され，安価に設定さ
れているため，家庭用としての販路を広めている。
合わせて使用する素材も比較的安価に設定されてい
るので，コストパフォーマンスにも優れている。本
研究で導入した 3 次元プリンタについて詳しくは 4
章で述べるが，造形方式は材料押出であり，造形物
をプリンタ内部に固定されたガラスのテーブル上に
ノズルから材料を押し出し，断面形状にスライスを
作製しながら積層し，立体モデルを造形するタイプ
である。他にも，材料噴射法や粉末焼結積層法，結
合剤噴射法などがある。 
3.2 デジタルファブリケーション 
3 次元プリンタはデジタルファブリケーションツ
ールとして注目を集めている。従来であれば工業製
                                                        
2 参考文献[4]リコージャパン株式会社:”RICHO 3D PRINT 
ONLINE”参照 
品や何かの試作品を制作するにあたり，アウトソー
シングすることで外注し，コストが発生し，時間を
有する過程を経ることになっていた。しかしデジタ
ルファブリケーションツールとして 3 次元プリンタ
を利用することで，これらのコストあるいは時間を
削減することで，大幅な生産性の向上に繋がると考
えられる。また，このような過程を教育の展開に用
いることにより，学生の学びの機会を多角的な展開
にも発展させることが可能となる。総務省「平成 28
年版情報通信白書」3によると，「デジタルファブリ
ケーションとは，デジタルデータをもとに創造物を
制作する技術のことである。3D スキャナーや 3D 
CAD などの測定機械により，自分のアイデアや個人
の身体データ等をデジタルデータ化した上で，その
ようなデジタルデータを 3D プリンターやレーザー
カッターなどのデジタル工作機械で読み込んで造形
する」と表現している。 
 
図 1 デジタルファブリケーション機器等 
（出典）総務省情報通信政策研究所「ファブ社会の基板設計に関
する検討会報告書」（平成 27年） 
 
さらに，「デジタルファブリケーションによるメリ
ットは複数あるが，第一にはこれまでの製造技術で
は作製困難なものが作製できる点があげられる。加
えて，個人レベルでの新しいものづくりが可能とな
り，これまでものをつくる行為に携わっていない
人々のものづくりへの参画や，『Fab Lab（ファブラ
ボ）』と呼ばれるデジタルファブリケーション機器が
設置された施設を使うことで，…新しい経済，新し
い働き方が生まれると期待されている」としている。
デジタルファブリケーションでは，製品の多様性，
複雑さ，あるいは途中で設計を変えるなどの柔軟性
                                                        
3 参考文献[6]総務省:”情報通信白書平成 28 年度版”参照 
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を含めた，新たな発想でのものづくりが実現できる
可能性があると考えられる。 
 
4 地域志向商品の開発計画 
4.1 既存の取り組み 
3 次元プリンタを利用した研究は多岐に渡り行わ
れている。しかし，地域性と連動させた研究は多く
ない。 
例えば，長野県伊那市にオフィスを構える有限会
社スワニ （ー3D データを駆使した製品設計会社）は，
長野の町を活性化する取り組みを行っている。また，
山形大学工学部では「ひらめき☆ときめき サイエ
ンス」と題して，米沢駅で 3 次元プリンタの体験講
座を開催している。群馬県内ではこのような取り組
み（研究）はなく，3 次元プリンタの出力サービス
を展開する企業は数社に留まる。 
4.2 実施計画 
本研究は，以下の手順で進めるための取り組みを
進めている。 
①従来の研究や商品の調査 
3 次元プリンタを利用したサービスを調査（国
内対象）。同じような目的で展開されていれば，
その市場を含め，動向についても調査。 
②ハードウェアに関する情報収集 
システムを構成する上で必要なハードウェアの
構成を決定。 
③ハードウェア導入 
必要となる設備全般の計画および実施。ハード
ウェアの運用と教育プログラムのトレーニング。 
⑤アイデア分類・一覧の作成 
新たなアイデアや可能性のあるアプローチを洗
い出す。 
⑥要件定義 
調査結果をもとに現状を整理し，それをベース
にプロジェクトの流れを明らかにする。 
⑦実験‐1 
商品のモックアップ。 
⑧実験‐2 
サービス・取り組みのモックアップ。 
⑨アンケート調査など 
4.3 開発計画 
本研究において導入した 3 次元プリンタは，ヨー
ロッパを中心に事業を展開し，オランダに本社を構
える Leapfrog 社の「Creater HS」である。設計部門
での入門機，あるいはデザインの認識やプレゼンテ
ーション等の用途として活躍しているモデルである。
同クラスのデスクトップ 3 次元プリンタと比べると，
積層ピッチが細かく（最小積層ピッチ 0.02mm），「造
形サイズ（270mm（W）×280mm（D）×180mm（H））
を有し」4，より高品質の造形を可能にする機種とな
っている。 
 
図 2 Leapfrog社「Creater HS」Webサイト 
 
 
図 3 導入した 3次元プリンタ 
 
また，造形に必要な樹脂材料（フィラメント）は
PLA 樹脂となっており，ABS 樹脂と比べ，熱膨張率
が小さく，大きな造形物を作るのに向いている。一
方，研磨や塗装等の加工作業が困難である，といっ
た一面もある。ABS 樹脂は工業製品において最も汎
用性の高いプラスチック素材かもしれない。代表的
な製品としてはノートパソコンテレビの筐体などが
挙げられる。ちなみに A はアクリロニトリル
（Acrylonitrile），B はブタジエン（Butadiene），スチ
                                                        
4 参考文献[5]リコージャパン株式会社:”Leapfrog スペシャルコ
ンテンツ”参照 
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レン（Styrene）の頭文字から名付けられた合成樹脂
の総称である。すなわち石油由来の材料から作られ
た素材である。一方，PLA 樹脂はトウモロコシやサ
トウキビなどを代表とした植物から作られた樹脂素
材である。ポリ乳酸，つまりポリエステル素材に分
類される素材となる。そのため，ABS 樹脂に比べ，
比較的低い温度で使用し，加工が難しいのが特徴と
なっている。樹脂素材（フィラメント）の ABS 樹脂
と PLA 樹脂の違いを下に記す。 
 
「ABS 樹脂の特性 
・ABS は PLA と比較すると粘りがある 
・構造部品として強度に優れている 
・出力後に，サンドペーパーややすり等の表面処
理が比較的容易に行うことができる 
・プラスチック用の塗料やアクリル系塗料での塗
装が可能である 
・成形が薄い物や大きい物は熱による収縮性があ
るので，成形中にプラットフォーム上で反るこ
とがある 
 
PLA 樹脂の特性 
・成形温度が ABS よりも低く，粘りが少なく強固
である 
・熱による変形が少なく，比較的大きい物等も作
りやすい 
・トウモロコシ，ビート，イモ類，サトウキビ類
の植物から作られている 
・強固である為，成形後のサンドペーパーややす
り等での表面仕上げには不向きである 
・ABS 樹脂に比べると，出力後の塗装処理には不
向きである」5 
 
また，3 次元プリンタで出力するためには 3D デー
タが必要となる。その場合，3D-CAD 等のソフトウ
ェアが必要となり，それを使いこなすための技術が
必要となる。つまり，3 次元プリンタを導入したか
らといって，直ぐに立体的造形物を出力することが
できるわけではない。以前はこのような 3D モデリ
ングソフトウェアは高価なものであったが，現在は
                                                        
5 参考文献[7]3d CAD DATA.com:”フィラメントの ABS と PLA の
違い”参照 
安価に提供，あるいは無料で使用できるソフトウェ
アも多く存在する。 
4.4 地域志向商品としてのコンテンツ 
取り組むべくコンテンツとして，「進化する伝統～
こけしすたーず～」を採用した。これは本学が主催
し，群馬県富岡市に本店を置く，しののめ信用金庫
が共催している「ビジネスアイデアコンテスト（地
域を担う次世代のビジネスリーダーを育成し，地域
を元気にすることを目的として展開）の 2015 年度の
高崎商科大学の在学生のエントリー作品である。 
惜しくも落選となったが，地域活性化，そして地
域志向商品として文句なしのアイデアなので，本研
究におけるコンテンツとして採用することにした。 
 
図 4 「14回ビジネスアイデアコンテスト」 
ポスター 
 
「進化する伝統～こけしすたーず～」の概要は，
「古臭い，可愛くない，怖い，といったイメージで
捉えがちな『こけし』を今時の若者が好みそうなス
タイルへと昇華させ，可愛らしくインテリアに使え
るだけでなく，日用品と組み合わせることで，実用
性もあるおしゃれグッズとして商品化を行う」（図 5
参照）というのがこのアイデアのコンセプトである。 
 
図 5 「進化する伝統〜こけしすたーず〜」 
エントリーシート 
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群馬県の中心部に位置する榛東村（図 6）を軸と
して，榛東村の特徴である木のぬくもりを活かした
こけしや，特産である葡萄を用いたワイン造りが盛
んに行われていることに着目した，地域性を活かす
商品である。女性の形を模したこけしをデザインし，
機能は 2 つのパターンを用意している。1 つは中が
空洞になっており，頭が取り外し可能で胴体部には
小物が収納できる構造，2 つ目は頭を外すとコルク
抜きになっている。また，こけしの服の種類（胴体
部分）は幾つか用意することができ，榛東村には陸
上自衛隊の駐屯地である相馬原駐屯地が存在するこ
とから，自衛隊をイメージした迷彩柄も視野に入れ
ている。 
本研究で導入した 3 次元プリンタの特徴を活かす
ことで，「進化する伝統〜こけしすたーず〜」のモッ
クアップを比較的容易に安価で制作することが可能
となる。しかし，塗装等の加工作業が困難であると
いうことが懸念される。 
 
図 6 群馬県榛東村 
（出典）https://ja.wikipedia.org/wiki/榛東村 
 
 
図 7 「進化する伝統〜こけしすたーず〜」 
アイデアスケッチ 
 
 
図 8 「進化する伝統〜こけしすたーず〜」 
アイデアスケッチ 迷彩こけし 
 
4.5 3Dモデルの作成 
先に述べた通り，3 次元プリンタを導入し直ぐに
立体的造形物を出力できるわけではない。3 次元プ
リンタで出力するためには，3D データが必要となる。
以前はこのような 3D モデリングの制作するための
ソフトウェアは高価なものであったが，現在は安価
に提供，あるいは無料で使用できるソフトウェアも
多く存在する。本研究では，ZBrushCore を採用し，
3D モデルを実行する。ZBrushCore は Pixologic 社が
発表した画像処理ソフトウェアである ZBrush の重
要な要素を継承し，構成したソフトウェアである。
主に 3D デジタルスカルプト（Digital Sculpting）とデ
ジタルペインティング（Digital painting）の機能が使
いやすいように合理化されたソフトウェアである。 
採用したアイデアスケッチのデザイン画は 3 次元
情報が全く無い状態であるため，全体を 3 次元に起
こす必要がある。つまり簡単なモデリング作業から
始め，頭身バランスやシルエット，デザインまで，3
次元上のあらゆる角度から確認し調整しなければな
らない。モデリング作業はまず造形から始めるため，
デザインであるこけしの頭部と胴部を 2 つの球体を
繋ぎ合わせ，さらに左右対称になるよう設定し，軸
を調整し形成する。ある程度のモデリング作業が終
了したら，本ソフトウェアの出力用ファイル形式を
3 次元用ファイル形式である STL 形式（Standard 
Triangulated Language）に変換する。このデータをさ
らに 3 次元プリンタ「Creater HS」用の G-CODE 形
式に変換して出力する，といった流れである。この
一連の制作作業は学生によるものである（図 10、図
11 参照）。 
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図 9 「ZBrushCore」インタフェース 
 
 
図 10 「ZBrushCore」造形 
 
 
図 11 「Creater HS」データ出力 
 
5 まとめ 
本研究では，プロジェクトを体験的に学習し，IT
スキルの習得を目的とし，地域志向商品の開発に向
けた取り組みを行った。4.2 に記載している実施計画
において，⑦までを遂行した。しかし，3 次元プリ
ンタから出力が成功せず，データが破綻した状態で
の出力となっている。おそらく ZBrushCore でのデー
タ制御中にモデルの軸をずらしてしまったのが原因
ではないかと推察している。本来のデータサイズよ
り 1/2 に縮小してからだと，問題なく出力が可能で
ある。今後は，この現象の原因を追求し，データを
修正し出力を成功させたいと考えている。また，頭
部と胴部の接合部の角度が原因かもしれないので，
この角度を変更したモデルを制作し，出力実験する
ことも考えている。また，3 次元プリンタを用いた
新たな取り組みとして，高校生参加型のイベントを
検討している。新規性やアート性等を中心に評価し，
優秀作品の実演やクリエイティブな新たな授業の展
開につなげたい。 
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